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雪化粧した氷見の里山の杉林。
撮影／安藤邦廣（p1 〜 3）
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２
０
２
４
年
１
月
１
日
に
能
登
半

島
で
大
地
震
が
発
生
し
た
。
そ
の
揺

れ
は
遠
く
離
れ
た
関
東
で
も
強
く
長

く
続
い
た
。
そ
れ
は
13
年
前
の
東
日

本
大
震
災
の
揺
れ
に
似
て
い
て
大
き

な
被
害
が
で
る
と
感
じ
た
。
翌
朝
、

報
道
を
み
る
に
被
災
状
況
は
予
想
以

上
に
酷
く
、
復
興
に
は
国
を
あ
げ
て

長
期
に
わ
た
る
取
り
組
み
が
必
要
と

な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

能
登
半
島
の
民
家
調
査
や
漆
の
文

化
の
研
究
を
通
し
て
長
く
親
交
の
あ

る
輪
島
の
建
築
家
・
高
木
信
治
さ
ん

に
早
速
電
話
連
絡
を
と
っ
た
。
幸
い

高
木
さ
ん
の
自
宅
は
、
大
き
な
被
災

は
ま
ぬ
が
れ
た
が
、
輪
島
の
中
心
市

街
地
は
地
震
と
そ
の
後
に
起
き
た
火

災
よ
っ
て
壊
滅
状
態
で
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
し
ば
ら
く
は

金
沢
の
避
難
所
に
移
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
あ
っ
た
。
高
木
さ
ん
は
、

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
に
お

い
て
、
板
倉
の
仮
設
住
宅
を
福
島
県

内
に
約
２
０
０
戸
あ
ま
り
建
設
し
た

際
に
、
能
登
ヒ
バ
を
使
っ
た
風
呂
の

蓋
と
簀
子
を
全
戸
分
支
援
支
給
い
た

だ
い
た
。
そ
の
素
晴
ら
し
い
香
り
と

耐
水
性
に
す
ぐ
れ
た
材
質
で
被
災
者

に
感
謝
さ
れ
た
記
憶
が
蘇
る
。
今
回

被
災
し
て
逆
の
立
場
と
な
っ
た
高
木

さ
ん
や
能
登
の
地
域
の
人
々
に
恩
返

し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。日

本
板
倉
建
築
協
会
は
、
東
日
本

大
震
災
で
板
倉
の
仮
設
住
宅
を
建
設

し
た
こ
と
を
契
機
に
、
そ
の
建
設
に

協
力
し
た
仲
間
た
ち
で
２
０
１
４
年

に
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
創
立
10
周
年

の
記
念
式
典
が
２
０
２
４
年
7
月
に

開
催
さ
れ
た
。
そ
の
席
上
で
能
登
半

島
地
震
復
興
支
援
に
、
会
の
総
力
を

あ
げ
て
取
り
組
む
こ
と
を
決
議
し
た
。

そ
の
後
、
能
登
半
島
で
は
道
路
や

イ
ン
フ
ラ
の
被
害
が
甚
大
で
復
興
は

思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
全
半
壊
し
た

家
屋
の
解
体
が
で
き
な
い
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。
仮
設
住
宅
は
建
設
さ
れ

た
が
、
復
興
住
宅
の
建
設
は
見
通
し

が
た
た
な
い
、
現
地
へ
の
視
察
や
支

援
の
方
針
も
立
て
ら
れ
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。
震
災
後
３
ヵ
月
経
過
し
た

頃
、
被
災
地
の
氷
見
に
居
住
す
る
荒

井
美
穂
子
さ
ん
か
ら
住
宅
再
建
に
つ

い
て
相
談
し
た
い
と
い
う
連
絡
が

あ
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
の
際
、
南

三
陸
町
で
板
倉
の
復
興
住
宅
に
と
も

に
取
り
組
ん
だ
自
伐
型
林
業
家
の
渡

邊
啓
さ
ん
か
ら
事
情
は
聞
い
て
お
り
、

荒
井
さ
ん
も
そ
の
推
進
協
会
の
事
務

局
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
能
登
半
島

の
付
け
根
で
あ
る
氷
見
に
は
、「
氷

見
の
ボ
カ
杉
」
と
呼
ば
れ
る
帆
柱
や

造
船
材
と
し
て
江
戸
時
代
よ
り
名
高

い
杉
の
産
地
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が

明
治
以
降
に
な
る
と
日
本
中
の
電
柱

と
し
て
役
立
っ
た
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
杉
を
用
い

て
板
倉
の
復
興
住
宅
を
つ
く
る
、
こ

れ
が
復
興
支
援
の
見
取
り
図
と
し
て

浮
か
ん
だ
。
荒
井
さ
ん
は
そ
の
氷
見

に
住
み
、
そ
こ
に
住
宅
再
建
を
希
望

し
て
い
る
。
加
え
て
自
伐
型
林
業
で

地
域
産
材
を
活
用
し
た
い
と
い
う
考

え
で
あ
り
、
板
倉
構
法
で
つ
く
る
こ

と
に
両
者
と
も
迷
い
は
な
か
っ
た
。

さ
っ
そ
く
旧
知
の
氷
見
の
岸
田
木
材

の
岸
田
毅
さ
ん
と
、
筑
波
大
学
で
の

教
え
子
に
あ
た
る
富
山
市
で
建
設
業

を
営
む
ミ
ヅ
ホ
建
設
の
長
森
稔
さ
ん

に
連
絡
を
と
り
、
賛
同
が
得
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
二
人
の
協
力
で
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
実
現
に
向
か
っ
た
。

氷
見
は
富
山
湾
に
面
し
て
能
登
半

島
の
付
け
根
に
あ
る
。
珠
洲
や
輪
島

等
の
奥
能
登
地
域
と
は
古
来
よ
り
海

路
を
通
じ
て
木
材
等
の
物
資
の
流
通

は
密
接
に
結
ば
れ
て
い
た
。
今
回
の

震
災
に
お
い
て
も
甚
大
な
被
害
を
受

け
て
い
る
奥
能
登
地
域
の
復
興
支
援

の
拠
点
と
し
て
氷
見
は
重
要
な
位
置

に
あ
る
。

荒
井
さ
ん
の
家
の
再
建
を
通
じ
て

板
倉
の
復
興
住
宅
の
木
材
供
給
と
建

設
体
制
の
整
備
を
す
る
。
能
登
の
半

壊
し
た
民
家
に
は
、
堅
牢
な
木
組
み
、

能
登
瓦
で
葺
か
れ
た
屋
根
、
漆
で
塗

ら
れ
た
建
具
や
造
作
等
、
歴
史
文
化

的
価
値
の
高
い
も
の
が
多
い
。
そ
れ

ら
の
改
修
が
重
要
な
課
題
と
な
る
。

ま
た
古
材
や
能
登
瓦
や
建
具
な
ど
の

再
利
用
を
図
っ
て
板
倉
の
家
づ
く
り

を
進
め
る
。
能
登
の
地
域
文
化
の
継

承
と
地
場
産
業
の
振
興
に
つ
な
げ
た

い
。
そ
し
て
震
災
に
加
え
て
豪
雨
災

害
で
大
き
く
傷
つ
い
た
能
登
の
里
山

の
美
し
い
風
景
が
蘇
る
こ
と
、
そ
れ

が
板
倉
に
よ
る
能
越
の
震
災
復
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
で
あ
る
。

荒井邸の建て方。マツ荒井邸の建て方。マツ
梁を再利用した。梁を再利用した。
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小
ぶ
り
な
板
倉
構
法
の
復
興
住
宅

が
、
氷
見
市
の
郊
外
に
建
設
中
だ
。

建
て
主
で
あ
る
荒
井
美
穂
子
さ
ん
の

元
の
家
は
、
能
登
半
島
地
震
で
半
壊

し
た
。
そ
れ
を
板
倉
構
法
で
再
建
し

た
い
と
い
う
意
志
を
反
映
し
た
住
宅

だ
。
日
本
板
倉
建
築
協
会
で
は
、
東

日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
毎
年
の
よ

う
に
起
き
る
激
甚
災
害
へ
の
支
援
を

行
な
っ
て
き
た
。
荒
井
さ
ん
の
家
は
、

能
登
半
島
地
震
に
対
す
る
協
会
の
支

援
の
第
一
歩
と
な
る
。

こ
の
家
の
特
徴
は
、
半
壊
し
た
家

の
部
材
を
可
能
な
限
り
再
利
用
し
て

い
る
こ
と
だ
。
被
災
地
で
は
全
半
壊

し
た
家
は
公
費
解
体
さ
れ
、
ま
っ
さ

ら
な
敷
地
が
残
る
だ
け
だ
。
被
災
し

た
家
の
部
材
を
再
利
用
す
る
こ
と
は
、

そ
こ
に
あ
っ
た
家
や
町
の
記
憶
を
少

し
で
も
留
め
る
と
同
時
に
、
膨
大
な

廃
棄
物
を
減
ら
す
た
め
に
も
意
味
が

あ
る
。

荒
井
さ
ん
の
家
で
は
、
天
井
板
に

隠
さ
れ
て
い
た
３
間
の
マ
ツ
梁
が
見

つ
か
っ
た
。
能
登
で
は
か
つ
て
梁
に

マ
ツ
を
使
っ
て
い
た
そ
う
だ
が
、
松

枯
れ
病
が
蔓
延
し
て
い
る
現
在
、
良

い
マ
ツ
材
は
入
手
困
難
だ
。
荒
井
邸

は
３
間
×
６
間
で
設
計
さ
れ
て
い
た

の
で
、
こ
の
梁
を
そ
の
ま
ま
再
利
用

で
き
た
。
元
の
家
に
比
べ
て
半
分
以

下
の
床
面
積
で
、
二
拠
点
居
住
の
必

要
最
小
限
の
規
模
と
な
っ
た
。

古
材
と
新
材
の
取
り
合
わ
せ
に
は
、

力
量
の
あ
る
大
工
の
力
が
欠
か
せ
な

か
っ
た
。
新
材
同
士
の
接
合
部
は
プ

レ
カ
ッ
ト
加
工
だ
が
、
曲
が
り
や
ね

じ
れ
の
あ
る
古
材
は
機
械
で
は
加
工

断面パース1/100

右／土間から広間方向を見る。中央に立つ大黒柱は、荒
井さんの知り合いの自伐型林業家の山から伐り出された
ヒノキを加工した。
左／右写真の見返し。水回りや台所など、床面積の半分
を土間が占める、コンパクトな平屋だ。

荒井邸の敷地は軟弱なため、今後の災害に備えて杭打ち
による地盤改良を行なった。図面の赤い部分に、長さ４
メートルのスギ丸太が打ち込まれ、その上にベタ基礎が
打設される。仕組みとしては、杭を支持層まで届かせて
建物を支えるのではない。軟弱な地盤に摩擦杭として効
かせ、基礎を筏（いかだ）のように浮かべている。

○印が杭打ち
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上／熊本県山鹿市。上内田川の流域の里山。上／熊本県山鹿市。上内田川の流域の里山。
下／施主の市原幸夫さん。自身が持つ杉山で。下／施主の市原幸夫さん。自身が持つ杉山で。

全伐しなかったので幹に陽があたらず完全な葉枯
らしとは言えないが、搬出時の重量に２割程度の
軽量化の効果があった。製材後の色・艶・香りに
も効果が認められた。伐採から搬出までにかかっ
た費用は約64万円であった。

市原さんが手掛ける事業の基盤である農業。市原さんが手掛ける事業の基盤である農業。

農業から加工・販売まで一貫体制をとることを目農業から加工・販売まで一貫体制をとることを目
的に開業したフランス菓子「ricca」。的に開業したフランス菓子「ricca」。

若き林業家が指揮を担ったスギの伐り出し。若き林業家が指揮を担ったスギの伐り出し。
30年後を考えて、間伐を兼ねた伐採を行った。30年後を考えて、間伐を兼ねた伐採を行った。

山から伐り出した木は、地元の製材所で挽山から伐り出した木は、地元の製材所で挽
いてもらう。足りない材もここで供給。いてもらう。足りない材もここで供給。

＊＊

＊＊
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DA TADA TA
「今そこにある暮らし　山鹿の家（市原幸夫邸）」
所在地／熊本県山鹿市
構造・規模／板倉構法、２階建
建築面積／ 109.10㎡
延床面積／ 139.364㎡
竣工／ 2023年12月
設計／株式会社新古今社 宮野桂輔、高尾実佐
施工／株式会社藤本和想建築 藤本誠一
伐採・搬出／株式会社ゆうき 野中優佳
製材／有限会社大石製材所 大石裕治
内装／アイアンズ 三島幸宏、ジョンブルアンティー

クス 寺本容子、千葉平五郎石材 千葉友平

造作家具／尾方憲吾
庭園／菊水ナーセリー 原翔吾

主な材
柱・梁／スギ（熊本県山鹿市産材）
板材／スギ（熊本県五木村産材、熊本県小

国町産材・地熱乾燥材）
断熱材／ネオマフォーム（屋根、床）
外部建具／木製建具（複層ガラス）、アル

ミサッシ（複層ガラス）
主な仕上げ

屋根／ガルバリウム鋼板
外壁／スギ板大和張り
天井／スギ本実板厚30㎜

内壁／スギ落とし込み板現し
床／スギ本実板厚30㎜

主な設備
暖房・冷房／除湿型放射冷暖房（PS工業）
冷房／エアコン
給湯／ガス

C O N TA C T  I N F O R M A T I O NC O N TA C T  I N F O R M A T I O N
株式会社新古今社
熊本市中央区小沢町51
tel.096-288-2983　
fax.096-288-2984
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洗面脱衣
家事室

平面図1/150　１階

※１
清水邦義（九州大学大学院農学研究院・准
教授）の研究については、木の家の健康を
研究する会（https://www.kitokenko.com）
の「健康に良い自然素材の木の家」を参照
ください。

※２
動画

「いま、ここにある里山のくらし」板倉の家

https://vimeo.com/960316709/
e1b172812c?share=copy

２階

は
じ
め
に

日
本
板
倉
建
築
協
会
に
お
い
て
こ
れ

ま
で
に
取
得
し
て
い
る
国
土
交
通
大
臣

認
定
を
用
い
た
板
倉
構
法
の
実
用
化
後

約
20
年
が
経
過
し
、
構
法
の
現
時
点
で

の
普
及
の
程
度
や
取
り
組
み
実
態
を
把

握
す
る
た
め
に
、「
板
倉
の
家
実
績
調

査
」（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）
を
行
っ
た
。

板
倉
構
法
講
習
会
が
初
開
催
よ
り
間

も
な
く
20
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
講

習
会
受
講
者
に
配
布
し
て
い
る
板
倉
構

法
の
認
定
書
を
使
用
し
た
板
倉
の
家
の

普
及
状
況
に
つ
い
て
実
績
調
査
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
普
及
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
が
第
一
の
目
的
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
普
及
状
況
か
ら
今

後
の
さ
ら
な
る
普
及
へ
向
け
た
構
法
の

課
題
や
課
題
解
決
策
を
提
示
し
、
今
後

の
取
り
組
み
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
が

第
二
の
目
的
で
あ
る
。

認
定
書
を
配
布
し
た
講
習
会
受
講
者

数
は
調
査
時
に
お
い
て
４
７
３
社
、
調

査
対
象
と
し
て
日
本
板
倉
建
築
協
会
団

体
会
員
７
社
、
個
人
会
員
71
社
、
賛
助

会
員
11
社
、
元
会
員
14
社
、
板
倉
構
法

講
習
会
一
般
受
講
者
で
電
話
調
査
に
よ

り
１
棟
以
上
の
実
績
が
確
認
さ
れ
た
37

社
、
合
計
１
４
０
社
を
対
象
に
行
い
、

回
答
数
は
39
社
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
期
間
は
２
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、

近
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。
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取
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図1-1 　調査回答会社分布（39社）

図1-2 　調査結果「板倉構法に取り組んだ期間」

図1-3 　調査結果「取り組んだ棟数の度数分布」
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